
≪めざす学校像≫ ≪めざす生徒像≫
○自らの夢や目標に向かって主体的に学び行動できる生徒
○自分に自信と誇りを持ち，仲間への思いやりと優しさを持つことができる生徒
○故郷に誇りをもち，地域の文化と人を大切にする生徒

全国学力・学習状況調査では，全国，県平
均３ポイント上回る。標準学力調査では，
各学年，前年度と比較し，各教科平均５ポ
イント上回る。質問紙（37）課題の解決に
向けて，自分で考え，自分から取り組んで
いた。肯定的評価の割合（80％）

80%

国
+2%
数
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+5.7%
87.6%

国
99%

数96%
理

105%
110%

B

A

生徒アンケート「授業では自分の考えを持
ち，相手に分かりやすく伝わるように発表
しています。」の肯定的評価の割合

80% 90% 113% A

・定期的な確認及び生徒・教職員・保護者
アンケートの肯定的評価の割合

80%

生
98％
保

91％
教

92％

生122％
保113％
教115％

A

生徒，保護者アンケートによる家庭学習時
間（１年：70分 ２年：80分３年：90分）を上
回るの割合

70%

生
61%
保
53%

生87%
保75%

B

生徒アンケートによる「私の良さは周りか
ら認められている」の肯定的評価の割合

80% 85% 106% A

生徒・教職員・保護者アンケートによる肯
定的評価の割合

90%

生
88%
保
96%
教
77%

生
98%
保

106%
教
86%

Ｂ

新体力テスト，AB評価の割合 70% 49% 70% C

生徒・教職員・保護者アンケート「部活動に
積極的に参加している」肯定的評価の割
合

90%

生
92%
保
95%
教
85%

生
102%
保

105%
教
94%

Ａ

健
康
安
全

週３日以上完食した生徒の割合 85% 90% 106% A

総
務

保護者アンケートによる「学校の様子がよ
くわかる」の肯定評価の割合 90% 89% 99% Ｂ

学
年

生徒アンケートによる「大崎上島に関する
知識が深まった」の肯定的評価の割合 90% 91% 101% A

・学校行事，地域行事をそれぞれ１つ以上
削減する。
・時間外勤務時間毎月45時間以下の職員
数の割合

60% 51% 85% Ｂ

週当たりの休養日，計画的な年休，週休
日の部活動，長期休業中休養日の取得の
割合

80% 100% 125% Ａ

【評価指数】

令和４年度　　学校評価表　（後期）
大崎上島町立大崎上島中学校

教
育
目
標

学校教育目標 豊かな心と高い志を持ち，主体的に学び表現できる生徒の育成
経
営
理
念

【ミッション】 【ビジョン】

大崎上島の将来を担う，たくましく生きぬく生徒の育成
～ふるさと大崎上島を愛する生徒を育てる～

　　○安心，安全な学校

研究テーマ 生徒が主体的に学ぶ授業の創造
～「逆向き設計論」を生かした単元設計・授業設計～

　　○教職員が協働し，主体性と創意工夫を大切にする学校
　　○地域に開かれ，保護者，地域と相互に支え合い，誇れる学校

評価計画 自己評価
取組の成果と今後の改善方策

領域 中期経
営目標

短期経営目標
（子供の姿）

評価 結果と課題の分析達成度
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改善の視点を明
確にした研究授
業

研
究

・「主体的・対話的で深い学び」を焦点化し
た校内授業研究を実施する。（年5回以上）
・課題に対して，自分の考えを持ち，学び合
いながら，課題解決に取り組み，考えを深
める授業改善を行う。

担当 目標達成のための方策 評価項目 目標値 達成値

「逆向き設計論」を取り入れた単元構成や「本質的な問い」による授業改善について，外部講師を招聘した授業研修を行ったり，夏季休業中に
理論研修を行ったりすることができ，各教員が自らの授業づくりや単元設計を見直すことができた。今後，「逆向き設計論」を踏まえた授業づく
り，単元設計をさらに深めていくことが課題となる。全国学力学習状況調査については，各教科で成果と課題を分析し，学習指導に生かしてお
り，また，標準学力調査についても教科担当者を中心に分析を行い，次年度の指導に生かしていく。

基礎・基本の定着

個人思考，グループ，全体交流について意
図的に仕組み，自分の考えを相手に分かり
やすく伝わるように発表させる。

生徒アンケートでは，肯定的評価が高く，目標を達成することができた。しかし，教員の視点で授業中の実態と比較すると，自分
の意見を相手に伝えることを苦手としている生徒は多く，ペアやグループでの活動が進まないこともある。ペアやグループでの活
動の時間も大切にしながら，個人思考の時間を充実させることも必要になると考えられる。

各教員が授業の中で学び合いの場面を積極的に設定し，自分の考えを伝える場面を設定している。レベルアップのためには他の人の意見を
聞きたくなるような，意見を交流したくなるような魅力的な課題や問いの設定も必要になってくる。また，今年度から広島県公立高校の入試で
「自己表現」がある。授業だけではなく，様々な学習活動や部活動の中でも自分の考えを表現する場面を多く設定しようとしている。帰りのHR
の「1分間スピーチ」の時間の充実も今後の改善方策の１つになると考える。

・定期的な研修を実施する。（毎月１回）
・毎月1回以上ICTを活用した授業を行う。
・学期に１回オンライン授業を行う。

引き続きICTを活用した場面を増やすとともに，様々な事例等も職員研修で紹介することで，必要に応じて活用する場面を増やしたい。また，
これからも学習を定着させるために有効と思われる場合には，意欲的にICTを活用して授業を行っていく。

教
務

・家庭学習の習慣化に向けて「学び方マ
ニュアル」の周知徹底を図る。
・個別学習の充実を図る。
・授業規律の徹底を図る。

学習することが自身にとって重要であることを自覚した３年生には意欲的に学習に取り組む姿勢が見られた。家庭学習の習慣の定着を，受験
を意識して取り組ませるためのものとして捉えず，目標達成のための継続して取り組む習慣として意識させる 。生徒会学習委員会での家庭学
習状況の把握と実施の呼びかけを継続して行うことに加え，家庭との連携をして，学校や家庭全体で学習に対する意識を高める取組を行い，
意欲向上に努めさせたい。

生徒間の評価(声掛け)による認め合いの場面設定を学校全体で行える場面を設け，互いを認め合える環境をつくることで，生徒の自己肯定
感の向上に繋げたい。生徒同士での意見の衝突の場面が多く，周囲に影響を与える場面が増えている。より良い解決方法を提示し，生徒同
士がお互いを認め合えるように導きたい。日常的に生徒と教師が話をする場面は増えているため，情報交換を密に行い，全体で協力して改
善できるよう努めたい。

生徒が見通しを持った主体的な学びを目指した単元設計論である「逆向き設計論」を研究テーマに掲げ，校内授業研修を６回，
実施した。また，夏季休業中にも理論研修を実施した。全国学力・学習状況調査各教科の全国平均と比較すると，国語（＋２），
数学（＋０．６），理科（＋５．７）となり，理科で目標を達成することができた。全国学力・学習状況調査質問紙では，生徒の肯定的
評価は87.6％となっており，目標に到達できた。標準学力調査の結果はまだ出ていない。

生徒アンケートでは，１年63％（前期より＋19），２年38％（－12），３年81％（＋16）が達成できていると回答し，全体では61％（＋
7）が達成できていると回答しており，目標値を下回っている。受験を意識した３年生の学習意識に加えて１年生も数値が大きく伸
びている一方で，２年生での達成率が大きく減少した。保護者の割合は，１年44％（－6），２年42％（＋21 ），３年69％（＋11），保
護者全体では53％（＋9）となっている。数値の向上から家庭での学習時間が定着している一方で，２年生での家庭学習時間が
定着していないことが伺える。

ICTを活用した授業に対する肯定的評価の割合は，生徒98％（前期より＋27），保護者95％（±0）,教職員92％ (+9)であった。生
徒がICTを活用している自覚があり，家庭内でも学校の様子を伝えているため，保護者の数値も高いことが伺える。教職員の数
値も上昇していることから，授業内での活用場面も増えていることが分かる。

自己有用感の向
上

学校生活，行事，体験活動，生徒会活動等
を行う中で，肯定的評価を常に入れる。

生徒アンケートでは，１年78％（前期より-10），２年84％(+9)，３年94％(＋3)，全体では85％(±0)が自分の良さが周りから認めら
れていると回答している。全体的な数値に変化はないが，１，２年の数値が逆転している。２年生は互いの関係を確立し，お互い
の認め合える場面が増えてきたことが数値の上昇に関係すると推察できる。1年生はお互いの人間関係を把握する上で意見が
衝突する場面が見られたことから数値の減少が推察できる。

社会で通用する
生活態度の育成

生
徒
指
導

生活４項目（大きな声で返事をする，場に応
じた姿勢・挨拶をする，時刻を守る，相手を
見て話を聴く），及び「ありがとう，靴そろえ」
を徹底する。

生徒の肯定的評価は「返事８０％（前期より＋4）」，「挨拶８０％（－６）」，「時刻９７％（＋２」，「聴く９５％（-２）」，「ありがとう９８％
（-１）」「靴揃え９４％（＋１）」となっており，「返事」と「挨拶」以外は目標値を越え，できているという認識である。一方，教職員から
見た肯定的評価は，「返事５７％（-１）」，「挨拶６４％（－１９）」，「時刻９２％（±０）」，「聴く９３％（＋１０）」，「ありがとう９３％（－
７）」，「靴揃え７８％（-６）」であり，生徒と同様に「返事」，「挨拶」に課題があるとみている。また，「返事」，「挨拶」については，生
徒の認識と保護者，教職員の認識は異なっている。
また，保護者の学校の生活４項目指導に対する肯定的評価は９６％（＋６）であり，家庭でも全ての項目について丁寧に指導がさ
れている。

生活４項目のうち「時刻」は，「１分前着席」と「黙想」に取り組んでおり，共通認識をもって指導を行っている成果が見られている。さらに教職員
が意識統一を図って継続指導していきたい。教職員の意識統一の不十分さがあり「挨拶」，「聴く」等は，例年と比べ，教職員評価が大きく低下
した。２学期後半から教職員が意識して良き手本を示しつつ，生徒会活動での取組を行い，授業や部活動など様々な場面で全員への指導を
行っている。今後も「生活４項目」等について，自分たちの姿を客観的に見つめ，課題に気づかせる機会を設け，適切な行動がとれる生徒へと
成長を促していきたい。
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運動能力の向上

体力テストにおける学校全体の課題克服に
向けて授業，部活動等で取組を徹底する。

前期以降の保健体育の授業では，バレーボール，剣道，マット運動，長距離走を行った。男子で課題に上がった全身持久力を要する長距離
走では，走り方や呼吸法などの指導を行い，単元開始前と比較すると大幅に記録を更新した生徒が多数いた。しかし，柔軟性を要するマット
運動では，男女とも体の可動域の狭さや，柔軟性に多く課題があり，基本的な技である前転，後転もできない生徒がいたことで新しい課題も
見つかった。各単元で柔軟を重点的に行うなどの取組を行いたい。

各種大会等に積極的に参加するとともに，
生徒が自分たちで考え，意欲的に活動でき
るようにする。

生徒の肯定的評価は，９２％となっており，生徒自身が積極的に部活動に参加しているという意識を持っており，「顧問の先生は
熱心に指導している」という項目でも，９６％という結果となった。これは，生徒，教職員の信頼関係が構築されており，同じ目標を
持って取り組めている結果である。今後も，活動の充実を図っていきたい。なお，保護者の肯定的評価は９５％であった。

ほとんどの生徒が意欲的に部活動に参加している。新型コロナウイルス感染症防止のため，感染防止を意識して，できることを全力で取り組
み，新しい練習スタイルを意識して活動ができている。２年生を中心に各部活動がまとまり，各部の目標達成に向けて取り組んでいる。また，
部活動は学校生活の充実に関わる重要な活動であることから，教職員，保護者，生徒で三位一体となり，活動していきたい。

食育の推進 給食指導を通して，マナー及び完食をめざ
した食育の指導を徹底する。

生徒アンケートから週３日以上完食した生徒の割合は，１年９７％，２年８４％，３年９０％，全体で９０％であった。配膳時にはバラ
ンスよく給食を注ぎきるように指導するとともに体調や個々の食べられる量に配慮している。全体の達成値は目標に達している
が，各学年の実態はそれぞれであり，課題も異なると考えられる。完食する生徒の増加や，食への関心や意欲が高まるように，
定期的なアンケートの実施や食育指導に取り組んできたい。

目標には達しているが，前期と比較すると全体で２％減少している。原因として，好き嫌いや食に対する関心が低下しているのではないかと考
えられる。好き嫌いなく食べれるように生徒へ声かけ・指導を行い，放送や動画などを活用して食育の推進に努めていきたい。また，体力づく
りとも連動して取り組んでいきたい。

実施時期が春休み明けということもあり，全体的にテスト結果が不十分であった。課題としてあげられる項目については，男子は
全身持久力を要する長距離走，スピードを要する５０ｍ走に課題がある。女子は，筋力，筋持久力を要する上体起こし，敏捷性を
要する反復横跳びに課題がある。
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積極的な情報発信

・定期的な種々の配付物やＨＰの更新を図
ることで学校の様子を伝える。
・家庭連絡，家庭訪問を積極的に行い，信
頼関係の構築をより図る。

ホームページに係る保護者アンケートによれば，肯定的評価が１年71％，２年75％，３年100％，全体84％となり，前期に比べ5ポ
イント増加している。また，学校だより・学年通信・学級通信・保健だよりなどを定期的に発行し，「学校の様子がよくわかる」の肯
定的評価は，全体で89％（1年：90％・２年79％・３年：97％）になり，前期と同じ結果となっている。
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行事の精選と時
間外勤務の削減

総
務

・学校行事，地域行事等の見直しを行い,生
徒と向き合う時間を確保する。
・分掌の組織化をさらに推進し，業務の分
担を図る。一斉退校日を毎月４日設定す
る。

学校だより・学年通信・学級通信・保健だよりなどを定期的に発行することができていた。また，ホームページを閲覧する方が増加している。即
座に届くメール配信については早く情報が届いてよいとの思いを持ってくださっている。今後も，学校側からの一方的な情報発信だけでなく，
生徒のことに関して保護者と具体的な連携を行い，信頼関係を築くことも継続したい。

地域等との協働 地域との連携等を意図的，計画的に行い，
総合的な学習の時間等の充実を図る。

生徒の肯定的評価は，後期：１年85%，２年87%，３年100%，全体91%であった。
【１学年】総合的な学習の時間では，前期で暮らしやすい町とはどんな町かについて世代別に考えたことを踏まえ，後期は「福祉
（「ふ」だんのみんなの「く」らしの「し」あわせを考える）」の考え方を学んだ後，「高齢者」に焦点化し，高齢者に携わる仕事を地域
でされている方による講話やグループワーク，体験活動を行った。大崎上島町の高齢者を中心とした福祉や少子高齢化の現状
や課題について知った上で，自分たちにできることについて考えることができた。アンケート実施後に，講話，グループワーク，体
験活動を計画していたため，前期と比較し，数値が低下したと考えられる。
【２学年】島内外で働く方を招き，様々な職業に関する体験を聞く中で，『働く』ことの意義について考え，自分なりの『働くうえで大
切にしたいこと』は何かを意識した学習活動に取り組んだ。修学旅行の事後学習では，体験内容を振り返った後に，大崎上島と
旅行先とを比較することで，改めて島の良さや課題について考えていた。総合的な学習の時間では，後期に「プログラミング学
習」に取り組む時間が大半を占めていたため，大崎上島に関する内容が少ないことから数値が低下したことが推測できる。
【３学年】「大崎上島の『未来』を考える」ことを目標に，大崎上島学の集大成として文化祭での劇発表を行った。劇発表に向けて，
劇の内容に関するアンケートを取り，それらをもとに脚本づくりを行い，演出や衣装も考えるなど生徒が主体になって取り組んだ。
また，文化祭前には，東京から来られた３名の劇団員の方にアドバイスをいただくことで，よりよい劇を作り上げることができ，本
番は全員が納得する発表となった。そのため生徒の肯定的評価も非常に高いものとなった。

【１学年】今年度は，前期で「大崎上島町で暮らすさまざまな人や世代にとって暮らしやすい町とはどんな町か」について，まず，世代別で考え
た後に，３年間を通して，各世代に焦点を当てながら学び，３年時に劇等の形で発表・提案することを見通した流れに変更した。後期は，すべ
ての人に関わる福祉の考え方について学んだ後，「少子高齢化」「高齢者福祉」に焦点化し，「サポートおおさき」の介護支援専門員の方に加
え，「大崎美浜荘」の施設長，看護師，介護士の方にも来ていただき，さまざまな立場で高齢者福祉に携わる方から学ぶことができた。また，
大崎分教室の中等部１年生とアダプテッドスポーツを通して交流したことで，さまざまな人がいることを感じ，多様性を受け入れるということを実
感している姿が見られた。今後も，学年間の繋がりを意識した実践をしていきたい。
【２学年】職場体験学習，修学旅行を通して，他地域と仕事や風土について比較する中で，様々な情報を収集し，大崎上島の良さや課題につ
いて改めて考えることができた。次年度は，プログラミング学習等の情報処理学習の一環として大崎上島の現状について集約し，発展するた
めに必要なこと等を取り入ることで，情報をまとめる力，他者に分かりやすく伝える力を養うことができる学習を実践したい。
【３学年】生徒自身が大崎上島の現状や課題を考え，「大崎上島学」の集大成として劇発表することは有意義であると考える。また，今年も劇
団員の方々から強い影響を受けて，自分の殻を破る演技を行う生徒も多く見られた。可能であれば，今後も引き続き劇団員の方々から指導
をしていただくことが生徒にとってプラスになると思われる。さらに劇発表に向けて保護者はもとより多くの地域の方々の支えを受け，故郷大崎
上島を「宝島」として感じ取ることができた。

分掌によっては部会を開くなどして組織的に動いている。業務の分担を行い，仕事が誰か個人に集中しないようにするなど工夫している分掌
もある。若手に任せて，一緒に考えるような営みを継続したい。また，業務改善では「仕事にメリハリをつける」ことを目標に，毎週月曜日を一
斉退校日に設定し，１８時までには退校することとした。その他の曜日については，１９時過ぎには全職員が退校しているが，評価項目の「時
間外勤務時間毎月４５時間以下の職員数の割合」を，目標に近づけるよう，さらに工夫をしていきたい。

休養日の設定

・計画的な年休を５日以上取得する。
・長期休業中は，連続３日以上の休養日を
設定する。
・部活動については，週２日の休養日の設
定と練習試合等の時間短縮に向け改善を
図る。

週当たり原則２日の休養日や長期休業中の連続3日以上の休養日については完全実施を目指し，意識を定着している。計画的な年休5日以
上取得についても，今後日数を増やすなどしていきたい。

・新型コロナウイルス感染防止により，地域行事や学校行事が再開しつつあるものの，まだ，制限されるものもある。今まで中止
されていた行事の再開に対して，行事の継承の難しさを感じている。
・時間外勤務時間毎月４５時間以下の職員数の割合は８月は１００％であった。中学校の場合，放課後の部活動などが時間外勤
務時間と関係があると考えられる。また，昨年度と比較すると，37%から14ポイント増えている。

毎週月曜日を部活動の休養日に設定しているため，週当たり原則２日の休養日や長期休業中の連続3日以上の休養日は１０
０％実施できている。
また１日単位での計画的な年休取得（５日以上）は１２月末で100％に達している。

Ａ：達成　　　　　　　Ｂ：ほぼ達成　　　　　　　Ｃ：もう少し　　　　　　Ｄ：できていない
１００≦(Ａ)　　　 　　８０≦(Ｂ)＜１００　　　　　６０≦(Ｃ)＜８０　　 　 (Ｄ)＜６０


